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   開     議 

 

 

○小関勝助議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 なお、５番、小関秀一議員から遅刻する旨の

申し出がありました。よって、ただいまの出席

議員は定足数に達しております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○小関勝助議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 これから個人質問を行います。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 佐々木謙二議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 順位６番、議席番号11番、佐々

木謙二議員。 

  （11番佐々木謙二議員登壇） 

○１１番 佐々木謙二議員 おはようございます。 

 私は通告しております大きく１点につきまし

て、市長、副市長並びに財政課長にお伺いをい

たします。 

 まず、長井市財政の中期展望や決算状況、財

政指標の数値などから、これからの長井市の財

政運営の考え方について伺ってまいりたいと思

います。 

 長井市財政の中期展望の記述によりますと、

長井市は50年代前半から社会資本整備を集中的

に行ったことから、地方債残高の累増により公

債費が激増し、多額の財源不足が見込まれる状

況になったため、あらゆる行財政改革、財政再

建、財政の健全化に取り組んだ結果、平成24年

度末で財源の年度間調整機能を果たす財政調整

基金を８億5,704万円積み立てることができた

こと。 

 ただし、現在の財政調整基金の積立額は、10

億9,704万円となっていることはご案内のとお

りです。 

 歳入の記述では、個人市民税、法人市民税は

横ばい。固定資産税は減少傾向が見込まれるこ

と。平成25年度の国の地方財政対策においては、

地方交付税の法定率分（国税五税の地方の固有

の財源分）は、11兆2,304億円となるが、それ

だけでは賄えないので、交付税特別会計の繰越

金や臨時財政特別加算。地方の財源不足を踏ま

えた別枠加算、既往法定分などを含め、国の一

般会計からの加算措置等の臨時措置分６兆

2,676億円分を加算せざるを得ない状況になっ

ていること。ほかに、国の交付税特別会計には

33兆円を超える債務の存在（実数は33兆4,173

億円）があって、今後の地方交付税の見込みに

注視する必要があることが記述されています。 

 次に、歳出に係る展望、特徴では、公共下水

道事業特別会計への繰出金の大幅な減少が見込

まれること。公債費の減少傾向が終わること。

社会保障費の高どまりが懸念されること。投資

的経費では、生涯学習プラザ運動公園事業など

に引き続き取り組むこと。また、新たに市役所

庁舎や学校などの老朽化対策事業にも取り組む

こととされています。財政指標に関しては、実

質公債費比率は引き続き改善が見込まれること。

その一方で、地方債現在高の増加が見込まれて

いるなど今後の財政運営に留意する必要がある




